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まず一歩、健康守る「がん検診」
　がんは、今や国民病ともいわれるほど、誰でもかかる
可能性がある身近な病気です。がんは自覚症状が出た頃
には、進行しているケースが多く、早期発見・早期治療
が重要です。ここでは、あなたと、あなたの大切な人を
守るためのがん検診についてお知らせします。

■問合せ　保健福祉課健康係　☎２４－５１１１（内線132）

な
ぜ
、
が
ん
検
診
が
必
要
か

　

日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
、
が
ん
に
か

か
る
と
い
わ
れ
、
３
人
に
１
人
が
、
が
ん

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
や
、
が
ん
は

誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。

　

が
ん
に
よ
る
死
亡
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

が
ん
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
が
ん
は
遺
伝
す
る
と
い
わ
れ

て
ま
す
が
、
実
は
遺
伝
に
よ
る
が
ん
は
５
％

程
度
と
少
な
く
、
む
し
ろ
喫
煙
・
食
生
活
・

運
動
等
の
生
活
習
慣
が
原
因
と
な
る
こ
と

が
多
く
、
こ
れ
ら
に
気
を
つ
け
て
が
ん
に

か
か
る
リ
ス
ク
を
下
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
心
が

け
た
と
し
て
も
、
が
ん
に
か
か
る
リ
ス
ク

は
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
、
が
ん
検
診

で
す
。
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
が
ん
が
早

期
に
発
見
・
治
療
で
き
れ
ば
、
完
治
す
る

可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
そ

う
し
た
が
ん
を
早
期
の
段
階
で
見
つ
け
る

「
が
ん
検
診
」
は
、
が
ん
の
死
亡
率
を
下
げ

る
た
め
に
非
常
に
有
効
で
す
。

昭
和
村
の
現
状
に
つ
い
て

●
が
ん
検
診
受
診
者
数

　

が
ん
検
診
の
受
診
者
数（
図
１
）は
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
土
曜
日
の
検
診
実
施
や
、
同
日

に
複
数
の
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
総
合
健

診
、
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
を
組
み
入
れ

る
な
ど
、
よ
り
受
診
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

肺がん前立腺がん子宮がん乳がん大腸がん胃がん

図２．検診受診率（％）
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図４．がん確定者（人）
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※30年度は、胃がん検診に、胃内視鏡検診が含まれます。
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受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
が
ん
検
診
受
診
率

　

が
ん
検
診
の
受
診
率（
図
２
）も
全

体
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
28
年
度
は
国
へ
の
報

告
の
対
象
条
件
が
変
更
と
な
っ
た
た

め
他
年
度
と
の
単
純
な
比
較
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
受
診
率
50
パ
ー
セ
ン
ト

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
要
精
密
検
査
率

　

要
精
密
検
査
率（
図
３
）は
、
検
診

の
結
果
、
精
密
検
査
が
必
要
と
さ
れ

た
人
の
割
合
で
す
。
ど
の
検
診
に
お

い
て
も
、
必
ず
精
密
検
査
が
必
要
な

方
が
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
方
た

ち
全
員
が
、
が
ん
に
か
か
っ
て
い
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
前
立
腺
が
ん
に

お
い
て
は
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
要

精
密
検
査
の
基
準
値
が
変
更
に
な
っ

た
た
め
、
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
が
ん
確
定
者

　

が
ん
確
定
者（
図
４
）は
、
精
密
検

査
の
結
果
、
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
人

の
数
で
す
。

　

が
ん
検
診
で
の
早
期
発
見
は
、
ス

ム
ー
ズ
な
早
期
治
療
に
結
び
つ
き
ま

す
。
ま
ず
は
、
ご
家
族
や
友
人
な
ど

身
近
な
人
を
誘
っ
て
が
ん
検
診
に
行

き
ま
し
ょ
う
。

70代女性のＡさん

受けてよかった「がん検診」
～受診者の声～

Ｑ：がん検診を受けたきっかけは？
Ａ： 胃がん検診は毎年受けていたので、今回もいつも
どおり受けました。

Ａ： 自分の健康に自信があったのでびっくりしました。

Ｑ：精密検査と言われたときの気持ちは？

Ｑ：あなたにとって「がん検診」とは？
Ａ： 毎年きちんと受けることが大切だと思いました。

Ｑ：検診を受けずにいる方へのメッセージ
Ａ： 自分が健康だと思っていると、がん検診の必要性
になかなか気づけないかもしれませんが、がんに
なってみて初めて「検診を受けて良かった」と思
いました。大丈夫だと思って検診を受けないでい
たらと思うとぞっとします。手遅れにならないよ
うに、必ず受けてほしいです。

Ｑ： 精密検査の結果「がん」と分かった時
の気持ちは？

Ａ： ショックで、この先どうなるかと思いました。家
族のことも考えました。でも早くに見つかったの
で、がんは切除でき、今は定期的に通院していま
す。検診を受けて本当に良かったです。

がん検診Ｑ＆Ａ

Ｑ：がん検診で精密検査が必要と判定されま
した。精密検査は本当に必要ですか？
Ａ： がん検診を受けて「要精密検査」となったら、「が
んの疑いを含め異常（病気）がありそう」と判断
されたということです。その原因について、本
当に異常があるかどうかを調べる必要がありま
す。「悪性だったらどうしよう」と心配される
と思いますが、精密検査＝「がん」、とは限りま
せん。もし万が一、がんだった場合は、早期発
見・早期治療によって治る可能性が高まります。
放置せずに必ず精密検査をうけてください。

▼過去３年間の精検未受診者率

精密検査未受診者率（%）
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今増加中の大腸がんですが、精密検査の未受診者が多い
状況です。「受けっぱなし」の健診でなく、精密検査が
必要という結果が届いたら自己判断せずに、必ず受診し
ましょう。

担当職員より：昨年から始まった胃内視鏡検診。早く
に受けていただきよかったです。

▶がん検診を受診しましょう がん検診を受診しましょう各種がん検診の予定は次の
とおりです。今年度、まだ受けていない方はご確認を！

検診名 検診日 受付時間 場所 対象者

肺がん・前立腺がん検診
12月14日（土）午前  8：30～10：30 地域活性化センター 肺がん検診は40歳以上の村民、前立腺がん

検診は50歳以上の男性
午後12：30～  2：00

12月16日（月）午前  8：30～10：30 保健センター午後12：30～  2：00

子宮頸がん・乳がん検診 12月14日（土）午後  1：00～  2：00 地域活性化センター 子宮頸がん検診は20歳以上の女性、乳がん
検診は40歳以上の女性12月16日（月）午後  1：00～  2：00 保健センター

胃がん・大腸がん検診 12月14日（土）午前  8：30～10：30 地域活性化センター 40歳以上の村民12月16日（月）午前  8：30～10：30 保健センター
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